
(57)【要約】

【課題】第1基板と第2基板との間の間隔を一定にするよ

うに維持してニュ－トンリング現象を防止できるように

した有機電界発光表示装置及びその製造方法を提供する

。

【解決手段】本発明の有機電界発光表示装置１００は、

複数の赤色、青色及び緑色のサブピクセルで構成された

少なくとも一つの画素が形成された第1基板１１０と、

第1基板１１０と重畳するように配置されて各サブピク

セル間の界面に対応する位置にブラックマトリックス１

９０が形成された第2基板１７０とを備え、第1基板１１

０と第2基板１７０との間にスペーサ１６０を設置した

ことを特徴とする。

【選択図】図1
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 赤 色 、 青 色 及 び 緑 色 の サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 画 素 を 含 む 第
1基 板 と 、
　 前 記 第 1基 板 と 重 畳 す る よ う に 配 置 さ れ て 、 前 記 サ ブ ピ ク セ ル と サ ブ ピ ク セ ル と の 界 面
に 対 応 す る 位 置 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス が 形 成 さ れ た 第 2基 板 と を 含 み 、
　 前 記 第 1基 板 と 前 記 第 2基 板 と の 間 に ス ペ ー サ を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス ペ ー サ 及 び 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス の 厚 さ の 合 計 は 6μ m以 上 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 1に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス ペ ー サ の 厚 さ は 3乃 至 12μ mで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1ま た は 請 求 項 2の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 透 明 な ポ リ ス チ レ ン 系 列 の 樹 脂 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1か ら
請 求 項 3の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 球 形 の ボ ー ル ス ペ ー サ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1か ら 請 求 項 4の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 前 記 画 素 の 画 素 定 義 膜 と 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス と の 間 に 具 備 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 5の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 有 機 物 及 び 有 無 機 混 合 物 か ら な る グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ た 少 な く
と も 一 つ の 物 質 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 上 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 7に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 1基 板 に 形 成 さ れ た サ ブ ピ ク セ ル と サ ブ ピ ク セ ル と の 界 面 に ス ペ ー サ を さ ら に 形
成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 7に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 2基 板 に 形 成 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス と ス ペ ー サ の 厚 さ の 合 計 は 5μ m以 上 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 9に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 1基 板 に 形 成 さ れ た ス ペ ー サ の 厚 さ は 1乃 至 5μ mで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 9
ま た は 請 求 項 10の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 前 記 第 2基 板 と 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス と の 間 に 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 9に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 1基 板 と 前 記 第 2基 板 は 、 前 記 第 2基 板 の 最 外 郭 領 域 に 形 成 さ れ た 接 着 部 材 に よ っ
て 合 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1か ら 請 求 項 12の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 電 界 発
光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 接 着 部 材 は 、 シ ー ラ ン ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 13に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表
示 装 置 。
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【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 接 着 部 材 は 、 フ リ ッ ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 13に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示
装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 2基 板 は 、 硝 子 基 板 ま た は カ ラ ー フ ィ ル タ ー が 形 成 さ れ た 硝 子 基 板 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 1か ら 請 求 項 15の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 複 数 の 赤 色 、 青 色 及 び 緑 色 の サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 画 素 を 含 む 第
1基 板 を 準 備 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 1基 板 上 に ス ペ ー サ を 分 布 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 1基 板 と 重 畳 す る よ う に 配 置 さ れ て 、 前 記 サ ブ ピ ク セ ル と サ ブ ピ ク セ ル と の 界 面
に 対 応 す る 部 分 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス が 形 成 さ れ た 第 2基 板 を 配 置 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 2基 板 の 最 外 郭 領 域 に 接 着 部 材 を 塗 布 す る 段 階 と 、
　 前 記 接 着 部 材 に よ っ て 前 記 第 1基 板 を 前 記 第 2基 板 に 合 着 さ せ た 後 、 前 記 接 着 部 材 を 硬 化
さ せ る 段 階 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ス ペ ー サ は 、 ボ ー ル ス ペ ー サ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 17に 記 載 の 有 機 電 界 発
光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ス ペ ー サ 及 び 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス の 厚 さ の 合 計 は 6μ m以 上 で 形 成 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 17ま た は 請 求 項 18の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 ス ペ ー サ の 厚 さ は 3乃 至 12μ mで 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 17か ら 請 求 項 19
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 複 数 の 赤 色 、 青 色 及 び 緑 色 の サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 画 素 を 含 む 第
1基 板 を 準 備 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 1基 板 と 重 畳 す る よ う に 配 置 さ れ て 、 前 記 サ ブ ピ ク セ ル と サ ブ ピ ク セ ル と の 界 面
に 対 応 す る 部 分 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス が 形 成 さ れ た 第 2基 板 を 配 置 す る 段 階 と 、
　 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 上 に ス ペ ー サ を 形 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 1基 板 の 最 外 郭 領 域 に シ ー ラ ン ト を 塗 布 す る 段 階 と 、
　 前 記 シ ー ラ ン ト に よ っ て 前 記 第 1基 板 を 前 記 第 2基 板 に 合 着 さ せ た 後 、 前 記 シ ー ラ ン ト が
硬 化 す る よ う に 紫 外 線 を 照 射 す る 段 階 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 ス ペ ー サ 及 び 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス の 厚 さ の 合 計 は 6μ m以 上 で 形 成 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 21に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ス ペ ー サ の 厚 さ は 3乃 至 12μ mで 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 21ま た は 請 求 項
22の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 第 1基 板 と 、
ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス が 形 成 さ れ た 第 2基 板 と の 間 に ス ペ ー サ を さ ら に 形 成 す る こ と に よ
り 、 第 1基 板 と 第 2基 板 と の 間 の 間 隔 を 一 定 に 維 持 し て ニ ュ － ト ン リ ン グ 現 象 を 防 止 す る 有
機 電 界 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 最 も 広 く 応 用 さ れ て 、 相 対 的 に 簡 単 な 構 造 を 持 つ 。 有
機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 有 機 電 界 発 光 素 子 と も 言 い 、 有 機 膜 層 を 発 光 層 と し て 使 用 す る 磁
気 発 光 型 素 子 で 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ と 違 っ て 発 光 さ せ る た め に 別 途 バ ッ ク ラ イ ト （
　 Backlight） を 必 要 と し な い の で 、 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 自 体 の 厚 さ を 薄 く で き 、 重 さ
も 軽 く で き る と い う 長 所 が あ る 。 し た が っ て 、 最 近 で は 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 が 移 動 コ ン
ピ ュ ー タ ー 、 携 帯 電 話 機 、 携 帯 用 ゲ ー ム 装 置 、 電 子 書 籍 な ど 携 帯 用 情 報 端 末 の 表 示 パ ネ ル
と し て 活 発 に 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 通 常 の 前 面 発 光 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 第 1電 極 と 第 2電 極 と の 間 に 発 光 層 を 介 在 さ せ
た 構 造 を 持 つ 。 一 般 的 に 基 板 上 に は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ れ て 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ と 電 気 的 に 連 結 さ れ た 第 1電 極 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 第 1電 極 は 正 孔 を 注 入 す る 陽 極 Anodeと し て 機 能 す る 。 前 記 第 1電 極 の 上 部 に は 発 光
層 が 形 成 さ れ て 、 前 記 発 光 層 上 に は 第 2電 極 が 形 成 さ れ る 。 前 記 第 2電 極 は 電 子 を 注 入 す る
陰 極 Cathodeと し て 機 能 す る 。 ま た 、 前 記 第 1電 極 は 反 射 率 の 高 い 反 射 膜 を 含 ん で お り 、 前
記 第 2電 極 は 透 明 な 電 極 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 で は 、 周 辺 環 境 か ら 水 分 や 酸 素 が 素 子 内 部 に 流 入 す る と 、
電 極 物 質 の 酸 化 、 剥 離 な ど に よ っ て 素 子 の 寿 命 が 短 縮 し 、 発 光 効 率 が 低 下 し て し ま う こ と
が あ る の で 、 有 機 電 界 発 光 素 子 を 外 部 か ら 隔 離 し て 水 分 が 浸 透 し な い よ う に 封 止 基 板 を さ
ら に 形 成 す る 。 前 記 封 止 基 板 は 基 板 の 外 郭 領 域 に エ ッ ジ を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 上 記 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 外 部 光 が 金 属 配 線 物 質 に 反 射 す る 場 合 に 、 有 機 電
界 発 光 素 子 の コ ン ト ラ ス ト が 低 下 す る と い う 問 題 点 を 持 っ て お り 、 封 止 基 板 の 前 面 に 偏 光
板 （ polarizer） を 設 置 し て 外 部 光 の 反 射 に よ る コ ン ト ラ ス ト の 低 下 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 前 記 偏 光 板 は 高 価 な た め に 製 作 コ ス ト が 問 題 と な り 、 ま た 発 光 層 か ら の 光 の 透
過 度 が 低 下 し て 発 光 輝 図 を 低 下 さ せ て し ま う と い う 問 題 点 も あ る 。
　 こ れ を 解 決 す る た め に 、 サ ブ ピ ク セ ル と サ ブ ピ ク セ ル と の 界 面 に 対 応 す る 封 止 基 板 に 対
し て 、 パ タ ー ニ ン グ さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス を 形 成 し て 偏 光 板 の 機 能 を 代 替 す る よ う
に し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 方 法 を 利 用 し て 形 成 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 デ ィ ス プ レ イ の ス リ ム
化 現 象 に よ っ て 封 止 基 板 の エ ッ ジ 部 分 を と り 除 き 、 平 坦 で 薄 型 の 硝 子 封 止 基 板 に よ り 製 造
す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 封 止 基 板 は 中 央 領 域 が 歪 む こ と に よ っ て 基 板 と 封 止 基 板 と の 間 に 空
間 が 形 成 さ れ た り 、 合 着 し た 基 板 ま た は 封 止 基 板 が し な る よ う に な っ た 場 合 に は 基 板 上 に
形 成 さ れ た 発 光 素 子 か ら の 光 が 光 学 的 干 渉 現 象 を 起 こ し て 封 止 基 板 の 接 触 点 か ら 同 心 円 模
様 の 柄 を 形 成 し た り す る 場 合 が あ っ た 。 こ の よ う な 同 心 円 模 様 の 柄 が 画 像 に そ の ま ま 現 わ
れ る 現 象 を ニ ュ － ト ン リ ン グ （ Newton’ s ring） 現 象 と 言 う が 、 こ れ は 画 面 を 歪 曲 さ せ る
と い う 問 題 点 を 持 つ 。
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 特 許 公 開 第 ２ ０ ０ ３ － ０ ０ ５ ４ ７ ９ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 大 韓 民 国 特 許 公 開 第 ２ ０ ０ １ － ０ ０ ６ ８ ５ ４ ９ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 上 記 従 来 の 問 題 点 を 解 消 す る た め に 開 発 さ れ た 発 明 で 、 第 1基 板
と 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス が 形 成 さ れ た 第 2基 板 と の 間 に ス ペ ー サ を さ ら に 形 成 す る こ と
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に よ り 、 第 1基 板 と 第 2基 板 と の 間 の 間 隔 を 一 定 に 維 持 し て ニ ュ － ト ン リ ン グ 現 象 を 防 止 す
る こ と の で き る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 複 数 の 赤 色 、 青 色 及 び
緑 色 の サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 画 素 を 含 む 第 1基 板 と 、 前 記 第 1基 板 と
重 畳 す る よ う に 配 置 さ れ て 、 前 記 サ ブ ピ ク セ ル と サ ブ ピ ク セ ル と の 界 面 に 対 応 す る 位 置 に
ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス が 形 成 さ れ た 第 2基 板 と を 含 み 、 前 記 第 1基 板 と 前 記 第 2基 板 と の 間
に ス ペ ー サ を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ス ペ ー サ の 厚 さ は 3乃 至 12μ mで 、 前 記 ス ペ ー サ は 透 明 な ポ リ ス チ レ ン
系 列 の 樹 脂 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 ス ペ ー サ は 球 形 の ボ ー ル ス ペ ー サ で あ る か 、 あ る い は 前 記 ス ペ ー サ は 有 機 物
及 び 有 無 機 混 合 物 か ら な る グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 物 質 で 形 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 複 数 の 赤 色 、 青 色 及 び 緑 色 の サ ブ
ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 画 素 を 含 む 第 1基 板 を 準 備 す る 段 階 と 、 前 記 第 1基
板 上 に ス ペ ー サ を 分 布 す る 段 階 と 、 前 記 第 1基 板 と 重 畳 す る よ う に 配 置 さ れ て 、 前 記 サ ブ
ピ ク セ ル と サ ブ ピ ク セ ル と の 界 面 に 対 応 す る 部 分 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス が 形 成 さ れ た 第
2基 板 を 配 置 す る 段 階 と 、 前 記 第 2基 板 の 最 外 郭 領 域 に 接 着 部 材 を 塗 布 す る 段 階 と 、 前 記 接
着 部 材 に よ っ て 前 記 第 1基 板 を 前 記 第 2基 板 に 合 着 さ せ た 後 、 前 記 接 着 部 材 を 硬 化 さ せ る 段
階 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 複 数 の 赤 色 、 青 色 及 び 緑 色 の サ
ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 画 素 を 含 む 第 1基 板 を 準 備 す る 段 階 と 、 前 記 第 1
基 板 と 重 畳 す る よ う に 配 置 さ れ て 、 前 記 サ ブ ピ ク セ ル と サ ブ ピ ク セ ル と の 界 面 に 対 応 す る
部 分 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス が 形 成 さ れ た 第 2基 板 を 配 置 す る 段 階 と 、 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス 上 に ス ペ ー サ を 形 成 す る 段 階 と 、 前 記 第 1基 板 の 最 外 郭 領 域 に シ ー ラ ン ト を 塗 布
す る 段 階 と 、 前 記 シ ー ラ ン ト に よ っ て 前 記 第 1基 板 を 前 記 第 2基 板 に 合 着 さ せ た 後 、 前 記 シ
ー ラ ン ト が 硬 化 す る よ う に 紫 外 線 を 照 射 す る 段 階 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 第 1基 板 と 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス が 形 成 さ れ た 第 2基
板 と の 間 に ス ペ ー サ を さ ら に 形 成 し て 第 1基 板 と 第 2基 板 と の 間 の 間 隔 を 一 定 に 維 持 す る の
で 、 第 2基 板 が 第 1基 板 上 に 直 接 に 触 れ る こ と を 防 止 す る 。 こ れ に よ っ て 、 第 2基 板 の 歪 み
現 象 が 防 止 さ れ て デ ィ ス プ レ イ で 発 生 す る ニ ュ － ト ン リ ン グ 現 象 、 す な わ ち 画 面 上 に 現 わ
れ る 同 心 円 状 の 柄 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 で は 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 示 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 1は 、 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
　 図 1を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 100は 、 複 数 の 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色
Bの サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 画 素 が 形 成 さ れ る 領 域 を 含 む 第 1基 板 110
と 、 前 記 第 1基 板 110と 重 畳 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て サ ブ ピ ク セ ル と サ ブ ピ ク セ ル と の 界 面
に 対 応 す る 位 置 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 190が 形 成 さ れ た 第 2基 板 170と を 含 み 、 前 記 第 1基
板 110と 前 記 第 2基 板 170と の 間 に は ス ペ ー サ 160が 具 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 前 記 第 1基 板 110に は 、 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色 Bの 各 サ ブ ピ ク セ ル に よ り 構 成 さ れ た 複 数
の 画 素 が 形 成 さ れ る 。 そ れ ぞ れ の 前 記 サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bは 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 及 び 有
機 電 界 発 光 素 子 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 有 機 電 界 発 光 素 子 は 、 第 1電 極 、 発 光 層 及 び 第 2電 極 を 含 ん で い る 。 説 明 の 便 宜 上 、
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 対 す る 詳 細 な 開 示 及 び そ れ に 対 す る 具 体 的 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 第 1基 板 110は 、 硝 子 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 シ リ コ ン ま た は 合 成 樹 脂 の よ う な 絶 縁 性 を 帯
び る 材 質 で 形 成 さ れ 、 特 に 硝 子 基 板 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 第 1電 極 120は 、 前 記 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色 Bの サ ブ ピ ク セ ル の 領 域 を 持 つ 前 記 第 1基
板 110上 に そ れ ぞ れ パ タ ー ニ ン グ さ れ て 形 成 さ れ る 。 前 記 第 1電 極 120は ア ル ミ ニ ウ ム Al、
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 銀 Ag、 銀 合 金 、 MoW、 モ リ ブ デ ン Mo、 銅 Cuま た は ITO、 IZOな ど の よ う
な 導 電 性 金 属 酸 化 物 で 形 成 さ れ る が 、 こ れ ら に 制 限 さ れ る わ け で は な い 。 た だ し 、 本 発 明
は 前 面 発 光 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 100で あ り 、 前 記 第 1電 極 120の 少 な く と も 一 面 に は 反 射
層 を さ ら に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 画 素 定 義 膜 130は 、 前 記 第 1基 板 110上 に 形 成 さ れ て 、 前 記 第 1電 極 120を 少 な く と も 部 分
的 に 露 出 さ せ た 開 口 部 を 形 成 す る 。 前 記 画 素 定 義 膜 130は 前 記 第 1基 板 110上 に 形 成 さ れ た
そ れ ぞ れ の 画 素 を 区 画 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 第 1電 極 120上 に は 各 画 素 領 域 に 当 た る 赤 色 発 光 層 141、 緑 色 発 光 層 142及 び 青 色 発 光
層 143が パ タ ー ニ ン グ さ れ て 形 成 さ れ て い る 。 前 記 赤 色 発 光 層 141、 緑 色 発 光 層 142及 び 青
色 発 光 層 143は 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸 送 層 、 電 子 輸 送 層 及 び 電 子 注 入 層 を 含 ん で い る 。 こ の
よ う な 赤 色 発 光 層 141、 緑 色 発 光 層 142及 び 青 色 発 光 層 143は 、 前 記 第 1電 極 120と 第 2電 極 15
0か ら 注 入 さ れ た 正 孔 及 び 電 子 が 結 合 し て 光 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 第 2電 極 150は 、 前 記 画 素 定 義 膜 130、 前 記 赤 色 発 光 層 141、 緑 色 発 光 層 142及 び 青 色
発 光 層 143上 に 形 成 さ れ る 。 前 記 第 2電 極 150は 透 明 な ITO、 IZO、 ZnOの 中 の 一 つ に よ り 形 成
さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 前 記 第 2電 極 150上 に は ス ペ ー サ 160が 分 布 さ れ る 。 前 記 ス ペ ー サ 160は 、 前 記 赤 色
発 光 層 141、 緑 色 発 光 層 142及 び 青 色 発 光 層 143か ら 発 生 し た 光 を 透 過 さ せ る 透 明 な ポ リ ス
チ レ ン (polystyrene)系 列 の 樹 脂 に よ り 形 成 さ れ て 、 球 形 の ボ ー ル ス ペ ー サ (ball　 spacer
)で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 ス ペ ー サ 160と 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 190の 厚 さ の 合
計 は 6μ m以 上 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ は 、 前 記 第 1基 板 110と 前 記 第 2基 板 170と の 間 の 距 離 が 5μ m以 下 の 場 合 に 、 ニ ュ ー ト
ン リ ン グ 現 象 が 発 生 す る か ら で 、 こ れ を 防 止 す る た め で あ る 。 ま た 、 前 記 ス ペ ー サ 160の
厚 さ 、 す な わ ち ス ペ ー サ 160の 直 径 は 3μ m乃 至 12μ mで 形 成 さ れ る 。 ま た 、 前 記 第 2電 極 150
上 に 保 護 膜 が さ ら に 形 成 さ れ る 場 合 に は 、 前 記 ス ペ ー サ 160は 前 記 保 護 膜 上 に 分 布 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 ス ペ ー サ 160は 、 前 記 第 1基 板 110と 前 記 第 2基 板 170と の 間 の 距 離 を 一 定 に 維 持 す る
。 す な わ ち 、 前 記 画 素 定 義 膜 130の 上 部 に 形 成 さ れ た 第 2電 極 150上 に 分 布 し た 前 記 ス ペ ー
サ 160は 、 前 記 第 2基 板 170の 下 部 面 に 形 成 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 190と 接 触 し て 前 記
第 2基 板 170が 前 記 第 1基 板 110に 直 接 触 れ る こ と を 防 止 す る 。 こ れ に よ っ て 、 前 記 第 1基 板 1
10と 前 記 第 2基 板 170と の 間 の 距 離 を 一 定 に 維 持 し て 前 記 第 2基 板 170が 歪 む こ と に よ っ て 発
生 す る ニ ュ － ト ン リ ン グ 現 象 (Newton's　 ring)を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 前 記 第 1基 板 110の 上 部 に は 、 前 記 赤 色 発 光 層 141、 緑 色 発 光 層 142及 び 青 色 発 光 層 143が
外 部 の 酸 素 や 水 分 に 露 出 さ れ な い よ う に 第 2基 板 170が 形 成 さ れ る 。 前 記 第 1基 板 110は 、 前
記 第 2基 板 170の 周 縁 に 沿 っ て 塗 布 さ れ た 接 着 部 材 180に よ っ て 前 記 第 2基 板 170と 接 触 す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 接 着 部 材 180は 、 シ ー ラ ン ト (sealant)ま た は フ リ ッ ト (frit)で 形 成 す る こ と が 可 能
で あ る 。 前 記 フ リ ッ ト は K 2 O、 Fe 2 O 3 、 Sb 2 O 3 、 ZnO、 P 2 O 5 、 V 2 O 5 、 TiO 2 、 Al 2 O 3 、 B 2 O 3 、 WO 3
、 SnO及 び PbOの 中 の 一 つ で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 第 2基 板 170は 、 平 坦 な 薄 型 の 硝 子 (bara　 glass)で 形 成 さ れ る 。 前 記 第 2基 板 170は
赤 色 発 光 層 141、 緑 色 発 光 層 142及 び 青 色 発 光 層 143で 発 生 し た 光 を 透 過 さ せ る 透 明 基 板 を
利 用 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 第 2基 板 170は カ ラ ー フ ィ ル タ ー を 具 備 し た 薄 型 の 硝
子 基 板 で 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 こ の 場 合 発 光 層 は 単 一 色 で 形 成 さ れ 、 前 記 カ ラ ー
フ ィ ル タ ー は 前 記 発 光 層 141、 142、 143か ら 放 出 さ れ る 光 を 所 定 の 色 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 前 記 サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bと サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bと の 界 面 に 対 応 す る 第 2基 板 170
の 下 部 面 に 所 定 パ タ ー ン の ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 190が 形 成 さ れ る 。 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ
ッ ク ス 190は 、 前 記 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 発 光 層 141、 142、 143か ら 放 出 さ れ た 光 を そ れ ぞ れ
の サ ブ ピ ク セ ル 別 に 遮 蔽 し て 各 サ ブ ピ ク セ ル の 色 相 を 鮮 明 に し 、 外 部 か ら 入 射 す る 光 の 反
射 率 を 最 小 化 し て 画 質 を 鮮 明 に す る 。 こ の よ う な 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 190は 光 反 射
率 の 少 な い 有 機 高 分 子 樹 脂 を 使 用 す る か 、 あ る い は ク ロ ム Cr及 び モ リ ブ デ ン Moの よ う な 金
属 材 料 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 図 面 に 基 づ い て 説
明 す る 。 図 2a乃 至 図 2dは 、 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を
説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 2aを 参 照 す る と 、 本 発 明 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 100を 製 造 す る た め に 、 ま ず 第 1
基 板 110を 準 備 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 第 1基 板 110上 に は 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色 Bの サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 複 数 の 画 素
が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 第 1基 板 110上 に は 各 サ ブ ピ ク セ ル に あ た る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 及 び
有 機 電 界 発 光 素 子 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 有 機 電 界 発 光 素 子 は 、 第 1電 極 、 発 光 層 及 び 第 2電 極 を 含 ん で い る 。 前 記 第 1基 板 110
上 に は 前 記 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色 Bの サ ブ ピ ク セ ル 領 域 に 対 応 す る 位 置 に 第 1電 極 120が 形
成 さ れ る 。 さ ら に 、 前 記 第 1基 板 110上 に は 画 素 定 義 膜 130が 形 成 さ れ て 、 前 記 第 1電 極 120
の 少 な く と も 一 つ の 領 域 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 第 1電 極 120上 に は そ れ ぞ れ の サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bに あ た る 赤 色 発 光 層 141、 緑 色 発
光 層 142及 び 青 色 発 光 層 143が パ タ ー ニ ン グ さ れ て 形 成 さ れ る 。 前 記 赤 色 発 光 層 141、 緑 色
発 光 層 142及 び 青 色 発 光 層 143は 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 、 正 孔 抑 制 層 、 電 子 輸 送
層 、 電 子 注 入 層 の 中 の 少 な く と も 一 つ の 単 層 膜 ま た は 複 数 の 多 層 膜 で 構 成 す る こ と が で き
る 。
　 前 記 第 2電 極 150は 、 前 記 画 素 定 義 膜 130、 前 記 赤 色 発 光 層 141、 緑 色 発 光 層 142及 び 青 色
発 光 層 143の 上 に 前 面 蒸 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 2bを 参 照 す る と 、 前 記 第 1基 板 110の 第 2電 極 150上 に ス ペ ー サ 160が 分 布 さ れ る
。 前 記 ス ペ ー サ 160は 自 動 ス ペ ー サ 噴 射 器 161に よ っ て 前 記 第 1基 板 110上 に 分 布 さ れ る 。 ま
た 、 前 記 ス ペ ー サ 160は 透 明 な ポ リ ス チ レ ン (polystyrene)系 列 の ボ ー ル ス ペ ー サ に よ っ て
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形 成 さ れ 、 前 記 ス ペ ー サ 160の 直 径 は 3乃 至 12μ mで 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 2cを 参 照 す る と 、 前 記 第 2基 板 170の 下 部 面 に 各 サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bを 区 画 す る 界 面
に 対 応 し た 領 域 に 所 定 パ タ ー ン の ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 190が 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 前
記 赤 色 発 光 層 141、 緑 色 発 光 層 142及 び 青 色 発 光 層 143の 間 を 定 義 す る 画 素 定 義 膜 130に 対 応
し た 位 置 の 第 2基 板 170上 に 形 成 さ れ る 。 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 190は 光 反 射 率 の 少 な
い 有 機 高 分 子 樹 脂 、 ク ロ ム Cr及 び モ リ ブ デ ン Moの よ う な 金 属 材 料 の 中 の 一 つ を 前 記 第 2基
板 170の 下 部 面 に 塗 布 し た 後 、 フ ォ ト マ ス ク な ど を 利 用 し て 露 光 及 び 現 象 工 程 を 通 じ て 所
定 の 形 態 に パ タ ー ニ ン グ す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 た だ し 、 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 190の 高 さ 及 び 幅 は 前 記 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 の 各 発
光 層 141、 142、 143の 色 相 を 低 下 さ せ な い 範 囲 に 制 限 さ れ る 。 ま た 、 前 記 第 1基 板 110と 前
記 第 2基 板 170を 密 封 す る た め に 、 前 記 第 2基 板 170の 周 囲 、 す な わ ち 前 記 第 2基 板 170の 最 外
郭 領 域 に 沿 っ て 所 定 の 厚 さ の 接 着 部 材 180を 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 図 2dを 参 照 す る と 、 前 記 接 着 部 材 180が 塗 布 さ れ た 前 記 第 2基 板 170を 前 記 第 1基 板
110上 に 接 触 さ せ る 。 こ の 時 、 前 記 第 2基 板 170の 下 部 面 に 形 成 さ れ た 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ
ッ ク ス 190は 、 前 記 第 1基 板 110と 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 こ の 後 、 紫 外 線 UV、 レ ー ザ
ま た は 赤 外 線 な ど を 利 用 し て 前 記 接 着 部 材 180を 硬 化 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 第 1基 板 110
上 に 形 成 さ れ た 有 機 電 界 発 光 素 子 を 水 分 や 酸 素 か ら 保 護 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 説 明 す る 。 図 3は 、 本 発 明 の 第
2実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
　 た だ し 、 説 明 の 重 複 を 避 け る た め に 、 上 記 第 1実 施 例 と 同 じ 構 成 要 素 で あ る 第 1基 板 210
、 第 1電 極 220、 第 2電 極 250及 び ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 280に 対 す る 具 体 的 な 説 明 は 略 す る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 3を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 200は 、 複 数 の 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色
Bの サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 画 素 を 含 む 第 1基 板 210と 、 前 記 第 1基 板 21
0と 重 畳 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て 、 サ ブ ピ ク セ ル と サ ブ ピ ク セ ル と の 界 面 に 対 応 し た 位 置
に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 280が 形 成 さ れ た 第 2基 板 270と を 含 み 、 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク
ス 280上 に ス ペ ー サ 290を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 記 第 1電 極 220は 、 前 記 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色 Bの サ ブ ピ ク セ ル 領 域 に 対 応 し て 前 記 第 1
基 板 210上 に そ れ ぞ れ パ タ ー ニ ン グ さ れ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 記 画 素 定 義 膜 230は 、 前 記 第 1基 板 210上 に 形 成 さ れ て 、 前 記 第 1電 極 220を 少 な く と も
部 分 的 に 露 出 さ せ る 開 口 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 前 記 第 1電 極 220上 に は 各 画 素 領 域 と な る 赤 色 発 光 層 241、 緑 色 発 光 層 242及 び 青 色 発 光 層
243が パ タ ー ニ ン グ さ れ て 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 赤 色 発 光 層 241、 緑 色 発 光 層 242及 び 青
色 発 光 層 243は 前 記 第 1電 極 220と 第 2電 極 250か ら 注 入 さ れ た 正 孔 及 び 電 子 が 結 合 し て 光 を
発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 記 第 2電 極 250は 、 前 記 画 素 定 義 膜 230、 前 記 赤 色 発 光 層 241、 緑 色 発 光 層 242及 び 青 色
発 光 層 243の 上 面 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 、 前 記 ス ペ ー サ 290は 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 280上 に 形 成 さ れ る 。 前 記 ス ペ ー サ
290は 前 記 第 1基 板 210と 前 記 第 2基 板 270と の 間 の 距 離 を 一 定 に 維 持 す る 。 前 記 ス ペ ー サ 290
は 、 前 記 第 2基 板 270及 び 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 280が 前 記 第 1基 板 210に 直 接 触 れ る こ
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と を 防 止 す る 。 こ れ に よ っ て 、 前 記 第 1基 板 210と 前 記 第 2基 板 270と の 間 の 距 離 を 一 定 に 維
持 し て 前 記 第 2基 板 270が 歪 む こ と に よ っ て 発 生 す る ニ ュ － ト ン リ ン グ 現 象 (Newton's ring
)を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 前 記 ス ペ ー サ 290は 有 機 物 及 び 有 無 機 混 合 物 か ら な る グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ
た 少 な く と も 一 つ の 物 質 で 形 成 さ れ る 。 ま た 、 前 記 ス ペ ー サ 290と 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ
ク ス 280の 厚 さ の 合 計 は 6μ m以 上 に 形 成 さ れ る 。 こ の 時 、 前 記 ス ペ ー サ 290の 厚 さ は 、 3μ m
乃 至 12μ mで 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 前 記 第 1基 板 210と 前 記 第 2基 板 270と の 間 の 距 離 が 5μ m
以 下 の 時 に ニ ュ － ト ン リ ン グ 現 象 が 発 生 す る の で 、 こ れ を 防 止 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 図 面 に 基 づ い て 説
明 す る 。 図 4a乃 至 図 4dは 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を
説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 4aを 参 照 す る と 、 本 発 明 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 200を 製 造 す る た め に 、 ま ず 第 1
基 板 210を 準 備 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 記 第 1基 板 210上 に は 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色 Bの サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 複 数 の 画 素
が 形 成 さ れ る 。 前 記 サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bは 、 各 サ ブ ピ ク セ ル と な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 及
び 有 機 電 界 発 光 素 子 と し て 前 記 第 1基 板 210上 に 形 成 さ れ る 。 前 記 有 機 電 界 発 光 素 子 は 第 1
電 極 、 発 光 層 及 び 第 2電 極 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 前 記 第 1基 板 210上 に は 前 記 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色 Bの サ ブ ピ ク セ ル 領 域 に 対 応 す る 部 分
に 第 1電 極 220が 形 成 さ れ る 。 前 記 第 1基 板 210上 に は 画 素 定 義 膜 230が 形 成 さ れ て 、 前 記 第 1
電 極 220の 少 な く と も 一 つ の 領 域 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 前 記 第 1電 極 220上 に は そ れ ぞ れ の サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bと な る 赤 色 発 光 層 241、 緑 色 発 光
層 242及 び 青 色 発 光 層 243が パ タ ー ニ ン グ さ れ て 形 成 さ れ る 。 前 記 赤 色 発 光 層 241、 緑 色 発
光 層 242及 び 青 色 発 光 層 243は 、 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 、 正 孔 抑 制 層 、 電 子 輸 送
層 、 電 子 注 入 層 の 中 の 少 な く と も 一 つ の 単 層 膜 ま た は 複 数 の 多 層 膜 で 構 成 す る こ と が で き
る 。 前 記 第 2電 極 250は 前 記 画 素 定 義 膜 230、 前 記 赤 色 発 光 層 241、 緑 色 発 光 層 242及 び 青 色
発 光 層 243の 上 に 前 面 蒸 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 図 4bを 参 照 す る と 、 前 記 第 1基 板 210を 密 封 す る た め に 前 記 第 2基 板 270を 準 備 す る
。 前 記 第 2基 板 270の 下 部 面 に は 前 記 サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bと サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bと の 界 面
に 対 応 す る 部 分 に 所 定 パ タ ー ン の ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 280が 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 前
記 赤 色 発 光 層 241、 緑 色 発 光 層 242及 び 青 色 発 光 層 243の 間 を 定 義 す る 画 素 定 義 膜 230と 対 応
す る 位 置 の 第 2基 板 270上 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 280が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 280は 、 光 反 射 率 の 少 な い 有 機 高 分 子 樹 脂 、 ク ロ ム Cr及 び モ
リ ブ デ ン Moの よ う な 金 属 材 料 の 中 の 一 つ を 前 記 第 2基 板 270の 下 部 面 に 塗 布 し た 後 、 フ ォ ト
マ ス ク な ど を 利 用 し て 露 光 及 び 現 象 工 程 を 通 じ て 所 定 の 形 態 に パ タ ー ニ ン グ す る 。 た だ し
、 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 280の 高 さ 及 び 幅 は 、 前 記 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 発 光 層 241、 24
2、 243の 色 相 を 低 下 さ せ な い 範 囲 に 制 限 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 4cを 参 照 す る と 、 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 280上 に ス ペ ー サ 290を 形 成 す る 。 前 記 ス
ペ ー サ 290は 、 有 機 物 及 び 有 無 機 混 合 物 か ら な る グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も
一 つ の 物 質 で 形 成 さ れ 、 高 さ は 3乃 至 12μ mで 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 280に 対 応 す る 幅
で 形 成 さ れ る 。 ま た 、 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 280と 前 記 ス ペ ー サ 290の 厚 さ の 合 計 は 6
μ m以 上 に 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 図 4dを 参 照 す る と 、 前 記 第 1基 板 210と 、 前 記 第 2基 板 270を 密 封 す る た め に 、 前 記
第 1基 板 210の 周 囲 、 す な わ ち 最 外 郭 領 域 に 沿 っ て 所 定 の 厚 さ の シ ー ラ ン ト 260を 塗 布 す る
。 前 記 シ ー ラ ン ト 260が 塗 布 さ れ た 前 記 第 1基 板 210に 前 記 第 2基 板 270を 接 触 さ せ る 。 こ の
時 、 前 記 第 2基 板 270の 下 部 面 に 形 成 さ れ た 前 記 ス ペ ー サ 290は 、 前 記 第 1基 板 210と 対 向 す
る よ う に 配 置 さ れ る 。 以 後 、 紫 外 線 （ UV） な ど を 利 用 し て 前 記 シ ー ラ ン ト 260を 硬 化 さ せ
る こ と に よ り 、 前 記 第 1基 板 210と 前 記 第 2基 板 270を 完 全 に 密 封 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 3実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 説 明 す る 。 図 5は 、 本 発 明 の 第
3実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
　 た だ し 、 説 明 の 重 複 を 避 け る た め 、 前 述 の 第 1実 施 例 と 同 じ 構 成 要 素 で あ る 第 1基 板 310
、 第 1電 極 320、 第 2電 極 350及 び ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 390に 対 す る 具 体 的 な 説 明 は 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 5を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 300は 、 複 数 の 赤 色 R、 青 色 G及 び 緑 色
Bの サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 画 素 を 含 む 第 1基 板 310と 、 前 記 第 1基 板 31
0と 重 畳 す る よ う に 配 置 さ れ た 第 2基 板 370と 、 第 2基 板 370の 下 部 面 の 各 サ ブ ピ ク セ ル の 界
面 に 対 応 し た 位 置 に 所 定 パ タ ー ン で 形 成 さ れ た ス ペ ー サ 380と 、 前 記 ス ペ ー サ 380上 に 形 成
さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 390と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 前 記 第 1基 板 310に は 、 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色 Bの サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 複 数 の 画 素
が 形 成 さ れ て い る 。 一 般 に 、 前 記 サ ブ ピ ク セ ル は 第 1基 板 310上 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 及 び 有
機 電 界 発 光 素 子 と し て 形 成 さ れ る 。 前 記 有 機 電 界 発 光 素 子 は 第 1電 極 、 発 光 層 及 び 第 2電 極
を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 前 記 第 1電 極 320は 、 前 記 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色 Bの サ ブ ピ ク セ ル 領 域 に 対 応 し て 前 記 第 1
基 板 310上 に そ れ ぞ れ パ タ ー ニ ン グ さ れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 前 記 画 素 定 義 膜 330は 、 前 記 第 1基 板 310上 に 形 成 さ れ て 、 前 記 第 1電 極 320を 少 な く と も
部 分 的 に 露 出 さ せ る 開 口 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 前 記 第 1電 極 320上 に は 各 画 素 領 域 と な る 赤 色 発 光 層 341、 緑 色 発 光 層 342及 び 青 色 発 光 層
343が パ タ ー ニ ン グ さ れ て 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 赤 色 発 光 層 341、 緑 色 発 光 層 342及 び 青
色 発 光 層 343は 、 前 記 第 1電 極 320と 前 記 第 2電 極 350か ら 注 入 さ れ た 正 孔 及 び 電 子 が 結 合 し
て 光 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 前 記 第 2電 極 350は 、 前 記 画 素 定 義 膜 330、 前 記 赤 色 発 光 層 341、 緑 色 発 光 層 342及 び 青 色
発 光 層 343の 上 面 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 前 記 第 1基 板 310の 上 部 に は 、 前 記 赤 色 発 光 層 341、 緑 色 発 光 層 342及 び 青 色 発 光 層 343が
外 部 に 露 出 し な い よ う に 第 2基 板 370が 形 成 さ れ る 。 前 記 第 2基 板 370は 前 記 第 1基 板 310の 周
囲 に 沿 っ て 塗 布 さ れ た シ ー ラ ン ト 360に よ っ て 前 記 第 1基 板 310と 接 触 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 一 方 、 前 記 ス ペ ー サ 380は 、 前 記 サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bと サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bと の 界 面
に 対 応 す る 第 2基 板 370の 下 部 面 に 所 定 パ タ ー ン で 形 成 さ れ て い る 。 前 記 ス ペ ー サ 380は 有
機 物 及 び 有 無 機 混 合 物 か ら な る グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 物 質 が 塗 布
さ れ た 後 、 露 光 及 び 現 象 工 程 を 通 じ て 所 定 パ タ ー ン に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 前 記 ス ペ ー サ 380は 、 前 記 第 1基 板 310と 前 記 第 2基 板 370と の 間 の 距 離 を 一 定 に 維 持 す る
。 前 記 ス ペ ー サ 380は 前 記 第 2基 板 370が 前 記 第 1基 板 310に 直 接 触 れ る こ と を 防 止 す る 。 こ
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れ に よ っ て 、 前 記 第 2基 板 370が 歪 む こ と に よ っ て 発 生 す る ニ ュ － ト ン リ ン グ 現 象 （ Newton
's ringを ） 防 止 す る 。 こ の よ う な 、 前 記 ス ペ ー サ 380は 有 機 物 及 び 有 無 機 混 合 物 か ら な る
グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 物 質 で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 ス ペ ー
サ 380と 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 390の 厚 さ の 合 計 は 6μ m以 上 で 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 前
記 第 1基 板 310と 前 記 第 2基 板 370と の 間 の 距 離 が 5μ m以 下 の 時 に ニ ュ － ト ン リ ン グ 現 象 が 発
生 す る か ら で 、 こ れ を 防 止 す る た め で あ る 。 こ の 時 、 前 記 ス ペ ー サ 380の 厚 さ は 3μ m乃 至 1
2μ mで 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 390は 、 前 記 ス ペ ー サ 380上 に 形 成 さ れ る 。 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス 390は 前 記 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 発 光 層 341、 342、 343か ら 放 出 さ れ た 光 を そ れ ぞ れ
の サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 B別 に 遮 蔽 し て 各 サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bの 色 相 を 鮮 明 に し 、 外 部 か ら
入 射 す る 光 の 反 射 率 を 最 小 化 し て 画 質 を 鮮 明 に す る 。 こ の よ う な 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク
ス 390は 、 光 反 射 率 の 少 な い 有 機 高 分 子 樹 脂 を 使 用 す る か 、 あ る い は ク ロ ム Cr及 び モ リ ブ
デ ン Moの よ う な 金 属 材 料 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 4実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 説 明 す る 。 図 6は 、 本 発 明 の 第
4実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
　 た だ し 、 説 明 の 重 複 を 避 け る た め 、 前 述 の 第 1実 施 例 と 同 じ 構 成 要 素 で あ る 第 1基 板 410
、 第 1電 極 420、 第 2電 極 450及 び ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490に 対 す る 具 体 的 な 説 明 は 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 6を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 400は 、 複 数 の 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色
Bの サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 画 素 と 、 サ ブ ピ ク セ ル と サ ブ ピ ク セ ル と
の 界 面 に 形 成 さ れ た 第 1ス ペ ー サ 451を 含 む 第 1基 板 410と 、 前 記 第 1基 板 410と 重 畳 さ れ る よ
う に 配 置 さ れ 、 第 2基 板 470の 下 部 面 の 前 記 ス ペ ー サ 451に 対 応 す る 位 置 に 所 定 パ タ ー ン で
形 成 さ れ る 第 2ス ペ ー サ 480と 、 前 記 第 2ス ペ ー サ 480上 に 形 成 さ れ る ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス
490と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 前 記 第 1電 極 420は 、 前 記 赤 色 R、 緑 色 G及 び 青 色 Bの サ ブ ピ ク セ ル 領 域 を 持 つ 前 記 第 1基 板
410上 に そ れ ぞ れ パ タ ー ニ ン グ さ れ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 前 記 画 素 定 義 膜 430は 、 前 記 第 1基 板 410上 に 形 成 さ れ て 、 前 記 第 1電 極 420を 少 な く と も
部 分 的 に 露 出 す る 開 口 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 前 記 第 1電 極 420上 に は 各 画 素 領 域 と な る 赤 色 発 光 層 441、 緑 色 発 光 層 442及 び 青 色 発 光 層
443が パ タ ー ニ ン グ さ れ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 赤 色 発 光 層 441、 緑 色 発 光 層 442及
び 青 色 発 光 層 443は 前 記 第 1電 極 420と 前 記 第 2電 極 450か ら 注 入 さ れ た 正 孔 及 び 電 子 が 結 合
し て 光 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 前 記 第 2電 極 450は 、 前 記 画 素 定 義 膜 430、 前 記 赤 色 発 光 層 441、 緑 色 発 光 層 442及 び 青 色
発 光 層 443の 上 面 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 一 方 、 前 記 第 1ス ペ ー サ 451は 、 サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bと サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bと の 界 面 、
す な わ ち 、 前 記 画 素 定 義 膜 430が 形 成 さ れ て い る 第 2電 極 450上 に 所 定 パ タ ー ン で 形 成 さ れ
る 。 前 記 第 1ス ペ ー サ 451は 有 機 物 及 び 有 無 機 混 合 物 か ら な る グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ た
少 な く と も 一 つ の 物 質 が 塗 布 さ れ た 後 に 、 露 光 及 び 現 象 工 程 を 通 じ て 所 定 パ タ ー ン に 形 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 前 記 第 1ス ペ ー サ 451の 厚 さ は 1μ m乃 至 5μ mで 形 成 さ れ る 。 最 も 好 ま し く は 、 前 記 第 1ス
ペ ー サ 451の 厚 さ は 1.2μ mで 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 前 記 第 1ス ペ ー サ 451の 厚 さ は 厚 い ほ ど
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良 い が 、 有 機 物 及 び 有 無 機 混 合 物 か ら な る 工 程 上 、 厚 さ を 厚 く 形 成 す る こ と は 困 難 だ か ら
で あ る 。 こ の よ う な 前 記 第 1ス ペ ー サ 451は 、 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490及 び 前 記 第 2ス
ペ ー サ 480と と も に 前 記 第 1基 板 410と 前 記 第 2基 板 470と の 間 の 距 離 を 一 定 に 維 持 し 、 第 2基
板 470が 歪 む こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 前 記 第 1基 板 410の 上 部 に は 前 記 赤 色 発 光 層 441、 緑 色 発 光 層 442及 び 青 色 発 光 層 443が 外
部 に 露 出 し な い よ う に 第 2基 板 470が 形 成 さ れ る 。 前 記 第 2基 板 470は 前 記 第 1基 板 410の 周 囲
に 沿 っ て 塗 布 さ れ た シ ー ラ ン ト 460に よ っ て 前 記 第 1基 板 410と 接 触 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 一 方 、 前 記 第 2ス ペ ー サ 480は 、 前 記 第 1ス ペ ー サ 451に 対 応 す る 第 2基 板 470の 下 部 面 に 所
定 パ タ ー ン で 形 成 さ れ る 。 前 記 第 2ス ペ ー サ 480は 有 機 物 及 び 有 無 機 混 合 物 か ら な る グ ル ー
プ の 中 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 物 質 が 塗 布 さ れ た 後 、 露 光 及 び 現 象 工 程 を 通 じ て
所 定 パ タ ー ン に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 前 記 第 2ス ペ ー サ 480は 、 前 記 第 1ス ペ ー サ 451及 び 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490と と も
に 前 記 第 1基 板 410と 前 記 第 2基 板 470と の 間 の 距 離 を 一 定 に 維 持 す る 。 前 記 第 2ス ペ ー サ 480
、 前 記 第 1ス ペ ー サ 451及 び 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490は 、 前 記 第 2基 板 470が 前 記 第 1基
板 410に 直 接 触 れ る こ と を 防 止 す る 。 こ れ に よ っ て 、 前 記 第 2基 板 470が 歪 む こ と に よ っ て
発 生 す る ニ ュ － ト ン リ ン グ 現 象 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 前 記 第 2ス ペ ー サ 480と 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490の 厚 さ の 合 計 は 5μ m以 上 で 形 成 さ
れ る 。 こ の 時 、 前 記 第 2ス ペ ー サ 480の 厚 さ は 3μ m乃 至 12μ mで 形 成 さ れ る 。 ま た 、 前 記 第 1
基 板 410と 第 2基 板 470と の 間 の 距 離 が 6μ m以 上 の 場 合 に ニ ュ － ト ン リ ン グ 現 象 が 防 止 さ れ
、 前 記 第 1ス ペ ー サ 451の 厚 さ が 1μ mで 形 成 さ れ る 場 合 に は 前 記 第 2ス ペ ー サ 480と 前 記 ブ ラ
ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490の 厚 さ は 5μ m以 上 で 形 成 す る 。 す な わ ち 、 前 記 第 1基 板 410と 前 記 第 2
基 板 470と の 間 の 距 離 が 6μ m以 上 で あ れ ば ニ ュ － ト ン リ ン グ 現 象 を 防 止 で き る の で 、 前 記
第 1ス ペ ー サ 451、 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490及 び 前 記 第 2ス ペ ー サ 480の 厚 さ の 合 計 を 6
μ m以 上 で 形 成 す る 。 こ れ に よ っ て 、 前 記 第 2基 板 470が 歪 む こ と に よ っ て 発 生 す る ニ ュ －
ト ン リ ン グ 現 象 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490は 、 前 記 第 2ス ペ ー サ 480上 に 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 、
前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490は 、 前 記 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 発 光 層 441、 442、 443か ら 放 出
さ れ た 光 を そ れ ぞ れ の サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 B別 に 遮 蔽 し て 各 サ ブ ピ ク セ ル R、 G、 Bの 色 相 を
鮮 明 に し 、 外 部 か ら 入 射 す る 光 の 反 射 率 を 最 小 化 し て 画 質 を 鮮 明 に す る 。 こ の よ う な 前 記
ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490は 、 光 反 射 率 の 少 な い 有 機 高 分 子 樹 脂 を 使 用 す る か 、 ク ロ ム Cr
及 び モ リ ブ デ ン Moの よ う な 金 属 材 料 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 発 明 で 説 明 の 便 宜 上 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490を 前 記 第 2ス ペ ー サ 480上 に 形 成 し
た が 、 前 記 第 2ス ペ ー サ 480と 前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 490の 形 成 位 置 は 変 え る こ と も 可
能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 以 上 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 こ れ は 例 示 的 な も の に
過 ぎ ず 、 当 該 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 で あ れ ば 、 多 様 な 変 形 及 び 均 等 な 他
の 実 施 形 態 が 可 能 で あ る と い う こ と を 理 解 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ａ 】 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ｂ 】 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
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断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ｃ 】 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ｄ 】 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 2実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ａ 】 本 発 明 の 第 2実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ｂ 】 本 発 明 の 第 2実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ｃ 】 本 発 明 の 第 2実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ｄ 】 本 発 明 の 第 2実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 3実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 4実 施 例 に 係 る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 １ ０ ０ 　 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置
　 １ １ ０ 　 第 1基 板
　 １ ２ ０ 　 第 1電 極
　 １ ３ ０ 　 画 素 定 義 膜
　 １ ４ １ 　 赤 色 発 光 層
　 １ ４ ２ 　 緑 色 発 光 層
　 １ ４ ３ 　 青 色 発 光 層
　 １ ５ ０ 　 第 2電 極
　 １ ６ ０ 　 ス ペ ー サ
　 １ ６ １ 　 自 動 ス ペ ー サ 噴 射 器
　 １ ７ ０ 　 第 2基 板
　 １ ８ ０ 　 接 着 部 材
　 １ ９ ０ 　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス
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【 図 １ 】

【 図 ２ ａ 】

【 図 ２ ｂ 】

【 図 ２ ｃ 】

【 図 ２ ｄ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ ａ 】

【 図 ４ ｂ 】

【 図 ４ ｃ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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